
No． 研究種目 所属 職名 研究代表者 課題名 研究期間

1
学術変革領
域研究（B) 総合文化学部 准教授 市川智生 COVID-19による集団変容と歴史的継承の比較研究 2023-2025

2 基盤研究(C) 経済学部 准教授 根路銘もえ子 大規模文化財の3次元コンテンツ配信・展示手法 2023-2025

3 基盤研究(C) 総合文化学部 教授 下地賀代子
琉球多良間島において地域言語の継続的な学習環
境を構築するためのアプローチ

2023-2025

4 基盤研究(C) 総合文化学部 准教授 比嘉理麻
沖縄の基地反対運動とアナキズムの人類学-軍事化
に抗する生き物たち<生>の理論

2023-2025

5 若手研究 総合文化学部 准教授 山岡明奈
公正世界信念に着目した炎上加担行動防止に関す
る検討

2023-2025

6
挑戦的研究
（萌芽） 総合文化学部 准教授 市川智生

イギリス保健省文書に基づく東アジアの歴史的疫
学環境の再現

2023-2024

9 基盤研究(B) 総合文化学部 准教授 宮城弘樹 葬墓制資料に基づく近世琉球社会史の学際的研究 2021-2024

10 基盤研究(B) 総合文化学部 准教授 市川智生
近現代東アジアにおける「健康観」形成の比較史
研究

2020-2023

11 基盤研究(C) 法学部 教授 伊達竜太郎
会社従属法の設立準拠法主義とその展開～適用範
囲をめぐる議論を中心に～

2019-2023

12 基盤研究(C) 法学部 教授 上江洲純子
再建型倒産手続における労働契約の処遇の在り方
―英・濠における取扱いを手掛かりに

2020-2023

13 基盤研究(C) 法学部 教授 佐藤学
不人気国策受け入れ政策の政治学：正当化の多重
構造と合意形成

2021-2024

14 基盤研究(C) 法学部 講師 青木洋英 
動物保護をめぐる憲法理論の探究-アメリカにおけ
る動物法学の発展と憲法理論の変容

2022-2024

15 基盤研究(C) 産業情報学部 教授 イヒョンジョン
日本語教育推進法による沖縄型日本語支援の在り
方 -離島地域の結婚移住女性を中心に

2020-2023

16 基盤研究(C) 産業情報学部 教授 原田優也
SNS時代におけるコンテンツ・シェアリング行動と
拡散メカニズムの構築と検証

2021-2023

17 基盤研究(C) 産業情報学部 准教授 小渡悟
複合現実を用いた組み込みプログラミング教育の
支援システム構築

2020-2023

18 基盤研究(C) 総合文化学部 教授 西岡敏
琉球列島における危機言語の文芸の記録と再生の
試み

2021-2023

19 基盤研究(C) 総合文化学部 教授 田場裕規
近世末期の琉球におけることばの教育に関する基
礎的研究-訓読と皇民化-

2021-2023

20 基盤研究(C) 総合文化学部 教授 岩田直子
障害者の自立生活を可能にする主体形成とライフ
ヒストリーとの関連性に関する研究

2020-2023

21 基盤研究(C) 総合文化学部 教授 桃原一彦
日本と沖縄との関係をめぐる「受益圏／受苦圏」
概念の再検討と実証的研究

2020-2023

22 基盤研究(C) 総合文化学部 准教授 阿嘉奈月
多読のメカニズムについて-言語への"気づき”を
高める指導方法の模索-

2021-2023

23 基盤研究(C) 総合文化学部 教授 小柳正弘
「公衆」概念の系譜と現在の探索・整理と、それ
にもとづく「自己決定」概念の再検討

2022-2024

24 若手研究 経済学部 准教授 照屋翔大
システム・アプローチによる持続的な学校改善の
取り組みに関する米国調査研究

2019-2023

25 若手研究 産業情報学部 講師 島袋桂
保育施設の方針の違いによる身体活動・座位行動
環境と身体活動・座位行動の関連

2020-2023

26 若手研究 総合文化学部 准教授 月野楓子
第二次世界大戦後のアルゼンチン沖縄移民社会と
「祖国復帰」をめぐる運動の展開

2021-2024

27
特別研究員
奨励費

日本学術振興会  特別研究員(PD) 金城幸宏 ※1
突然変異率およびゲノムサイズの長期的進化動態
の網羅的調査と進化駆動要因の解明

2023-2024

※1　受入担当教員：経済学部　准教授　齋藤星耕

沖縄国際大学　研究支援部研究支援課　令和5年(2023)年8月25日

2020-20237

基盤研究(B) 総合文化学部 准教授 新里貴之
小規模島嶼群における文化適応と潜在性の考古学
的研究

8 2018-2023

基盤研究(B) 経済学部 准教授 小濱武
占領下沖縄における農業・資源・農村問題：資料
ネットワークの構築と実証的研究

令和5(2023)年度　科学研究費助成事業（研究代表者）


